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〔主な内容〕

●ごみ減量 （P2～3）
●第２回議会定例会 （P4）
●町民体育祭・美術展開催 （P5）
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ご

み

減

量

た
し
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
要
ら
な

い
も
の
「
ご
み
」
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
に
内
灘
町
民
が
出
し
た
ご
み
の

総
排
出
量
は
九，

九
七
五
ト
ン
で
、
平
成
七
年
の

指
定
袋
導
入
時
は
減
少
し
た
も
の
の
、
翌
八
年
度

か
ら
年
々
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。（
図
表
１
参

照
） わ

民
一
人
一
日
あ
た
り
の
排
出
量
は
一，

〇

三
〇
グ
ラ
ム
で
す
。
つ
ま
り
、
今
わ
た
し

た
ち
が
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で
、
一
日
に

約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
や
県
の
値
と
比
較
す
る
と
、
国
や

県
は
平
成
七
年
度
以
降
同
水
準
を
保
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
内
灘
町
は
総
排
出
量
と
同
じ
く
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。（
図
表
２
参
照
）

こ
の
よ
う
に
、
内
灘
町
の
ご
み
の
量
は
石
川
県

全
体
や
国
全
体
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

成
十
二
年
度
の
ご
み
処
理
に
係
る
経
費
は

約
二
億
四
千
万
円
で
、
町
民
一
人
あ
た
り

で
は
九，

一
三
八
円
と
な
り
、
処
理
経
費
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
表
３
参
照
）

ご
み
の
減
量
と
ご
み
排
出
量
に
応
じ
て
料
金
が

高
く
な
る
従
量
制
を
目
的
に
平
成
七
年
一
月
、
有

料
の
家
庭
系
も
え
る
ご
み
指
定
袋
制
を
導
入
し
、

そ
の
販
売
手
数
料
を
ご
み
処
理
施
設
建
設
経
費
に

充
て
る
よ
う
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
十
月
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
河

北
郡
最
終
処
分
場
の
建
設
経
費
の
一
部
に
も
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
費

二
一
億
六，

七
九
七
万
九
千
円

充
て
ら
れ
た
基
金

二
億
五，

一
一
九
万
六
千
円

建
設
費
に
対
す
る
基
金
の
割
合

一
一．

五
九
％

町

平

図表１　内灘町のごみ総排出量 
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図表２　１人１日当たりのごみ排出量 
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図表３　１人当たりのごみ処理経費の推移 
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ご

み

減

量

み
全
体
か
ら
再
資
源
化
さ
れ
る
割
合
を
示

す
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
図
表
４
参
照
）
は
、

一
〇．

九
％
で
、
平
成
五
年
度
か
ら
本
格
実
施
し

た
町
会
単
位
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
り
、

平
成
九
年
度
に
お
け
る
全
国
の
一
一
％
と
同
じ
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
資
源
化
で
き
な
い
ご
み
は
、
焼
却
す
る
か
埋

め
立
て
る
し
か
な
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
や
二
酸

化
炭
素
の
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
規

模
で
の
環
境
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
購
入
す
る
食
品
や
衣
料
な
ど
を
包

ん
で
い
る
袋
や
ケ
ー
ス
な
ど
は
買
っ
た
後
ご
み
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
そ
の
ご
み
も
買
っ
た
代
金

に
含
ま
れ
、
わ
た
し
た
ち
は
ご
み
を
購
入
し
て
い

る
と
も
言
え
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
使
え
る
も
の
で
も
要
ら
な
い
か
ら

と
ご
み
と
し
て
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

ご
み
を
排
出
す
る
み
な
さ
ん
が
ご
み
に
対
し
関

心
を
持
ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
一
日
わ
ず
か
一

〇
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
減
ら
す
だ
け
で
、
年
間
に
約

九
七
ト
ン
も
の
ご
み
が
減
り
、
そ
の
処
理
経
費
も

約
二
百
四
十
万
円
減
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
せ
ば
、
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に

な
り
、
ま
た
、
町
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
ご
み

処
理
の
経
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

み
を
減
ら
す
に
は
、
ま
ず
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
に

な
る
も
の
を
買
わ
な
い
）、
次
に
リ
ユ
ー
ス
（
一

度
だ
け
で
は
な
く
繰
り
返
し
使
う
）、
繰
り
返
し

使
え
な
い
も
の
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
（
再
資
源
化
）、
そ

れ
か
ら
物
を
購
入
す
る
と

き
、
再
資
源
か
ら
造
ら
れ

た
商
品
を
優
先
的
に
購
入

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

月
に
行
わ
れ
た
、世
界
の
凧
の
祭
典
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
用
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

に
努
め
ま
し
た
。

内
灘
町
で
は
、
他
に
も
生
ご
み
処
理
機
の
設
置

費
助
成
や
不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
町
を
実
現
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。

え
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
質

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
番
多
い
の
は
、
紙
・

布
類
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
保
育
所
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子

ど
も
会
等
の
集
団
回
収
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
図
表
５
参
照
）

ご

も五

図表４　リサイクル率の推移 
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図表５　クリーンセンター12年度ごみ質分析結果 
　　　　　　（乾基準・重量化） 
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木・竹・わら類 
　８％ 
 

ちゅう芥類 
12％ 

不燃物類 
1％ 
350t

その他 
２％ 
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議
会

定
例

会

○
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
号
）

補
正
額
　
一
四
二，

一
八
一
千
円

補
正
後
総
額

八，

六
七
三，

一
三
六
千
円

・
年
度
末
に
収
入
の
確
定
し
た
地
方

消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
所
得
税

交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
諸
収
入

の
変
更
等

○
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
一
号
）（
専
決
処
分
の
承
認
）

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
専
決
処
分
の
承
認
）

・
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
老
人
保
健

特
別
会
計
の
歳
入
不
足
の
た
め
不

足
財
源
を
平
成
十
三
年
度
か
ら
繰

上
充
用

○
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

補
正
額
　
一
一
四，

六
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，

八
八
九，

六
〇
〇
千
円

・
河
北
潟
干
拓
地
の
畑
作
経
営
の
安

定
化
の
た
め
の
重
点
振
興
品
目
強

化
対
策
事
業
補
助
金

・
千
鳥
台
二
号
線
側
溝
改
修
工
事
費

・
内
灘
大
橋
開
通
式
典
等
の
費
用

・
ハ
マ
ナ
ス
公
民
館
建
設
事
業
費

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補
正

○
内
灘
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
専
決
処
分
）

・
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
、
個
人

町
民
税
の
土
地
譲
渡
益
課
税
の
特

例
の
延
長
、
商
品
先
物
取
引
に
よ

る
所
得
に
対
す
る
申
告
分
離
課
税

制
度
の
創
設

・
被
災
住
宅
用
地
に
係
る
固
定
資
産

税
等
の
特
例
措
置
の
創
設

○
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
専
決
処

分
）

・
商
品
先
物
取
引
に
係
る
所
得
に
対

し
て
、
賦
課
の
特
例
を
設
け
る

○
内
灘
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
製
造
事
業
用
設
備
の
取
得
価
格
用

件
の
引
き
上
げ

○
内
灘
町
長
寿
祝
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
こ
れ
ま
で
七
十
五
歳
以
上
の
町
民

の
皆
さ
ま
に
渡
し
て
い
た
記
念
品

を
、
町
内
商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
振
興
を
願
い
、
祝
券
と
す
る
も

の

○
内
灘
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
定
員
を

十
五
人
以
内
に
増
員

○
内
灘
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
新
た
に
二
箇
所
の
公
園
を
開
設

○
向
粟
崎
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

（
建
築
工
事
）

○
西
荒
屋
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工

事
　
　
　
　
　
　
　
（
一
工
区
）

○
内
灘
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
購
入

○
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
一
般
会

計
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
の
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
内
灘
町
土
地
開
発
公
社
、
内
灘
体

育
振
興
事
業
団
、
内
灘
町
公
共
施

設
等
管
理
公
社
、内
灘
町
福
祉
会
、

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
事

業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任

・
古
村
　
生
亥
　
氏

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
宮
林
　
健
治
　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
粟
森
　
優
子
　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
切
石
権
之
介
　
氏

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会

平
成
十
三
年

提
　
出
　
議
　
案

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
、
六
月
十
四
日
（
木
）
か
ら
八
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
に
関
す
る
議
案

条
例
の
制
定
等

請
負
契
約
の
締
結

財

産

の

取

得

報

告

等

人

事

案

件
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町
民
体
育
祭
・
美
術
展

優　勝 大 根 布 37点
準優勝 宮　　坂 37点
第３位 室 36点
第４位 向 粟 崎 34点
第５位 向 陽 台 34点
第６位 ハマナス 32点
第７位 アカシア 32点
第８位 西 荒 屋 31点
第９位 緑　　台 30点
第10位 旭 ヶ 丘 29点
第11位 鶴ヶ丘東 28点
第12位 鶴ヶ丘北 28点
第13位 鶴ヶ丘西 27点
第14位 千 鳥 台 27点
第15位 大 清 台 24点
第16位 大　　学 22点
●たる名人賞 宮坂チーム

（6分04秒42）
●努力賞 アカシアチーム

（昨年15位から7位に）

【総合成績結果】

内
灘
町
美
術
展

第
19
回

第
47
回

内
灘
町
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

第
10
回

一般の部大賞 十
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
一
般
の
部

百
二
十
七
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
千
五
十
一
点

の
作
品
を
代
表
し
大
賞
、
特
別
賞
受
賞
者
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

芸
術
文
化
の
町
内
灘
に
ふ
さ
わ
し
く
、
美

し
く
庁
舎
を
彩
り
ま
し
た
。

六
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
り
、
内
灘
町
役
場
庁
舎
に

お
い
て
第
十
九
回
内
灘
町
美
術
展
・
第
十
回
内
灘
町
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第四科　写　真
荒俣　賢正（旭ヶ丘）

第三科　書
大谷　　清（千鳥台）

第二科　工　芸
尾山枇出恵（旭ヶ丘）

第一科　絵　画
松原　弘子（鶴ヶ丘）

第一科　絵　画
大　賞
瀬川　健太（大根布小２）
特別賞（内灘ライオンズクラブ会長賞）
江田しおり（大根布小４）
金　賞
三谷　一揮（向粟崎小２）
才門　大貴（大根布小２）
中川　真紀（大根布小４）
辻村　卓也（西荒屋小１）
山田　汐美（内灘中２）

第二科　　書
大　賞 中井　美香（鶴ヶ丘小６）
特別賞（内灘ライオンズクラブ会長賞）
竹島　義貴（清湖小５）
金　賞
田中　彩音（向粟崎小２）
木谷　菜緒（清湖小５）
根布長　哲（大根布小４）
岩本　百代（大根布小６）
舩本　佳奈（内灘中１）

【ジュニアの部】【 一 般 の 部 】
第一科　絵　画
大　賞（町長賞）
農園の宝庫（たから）松原　弘子（鶴ヶ丘）
次　賞
花車（はなぐるま） 来田みえ子（緑　台）
待つ 橘　　春枝（金沢市）

第二科　工　芸
大　賞（議会議長賞）
パッチワーク　 尾山枇出恵（旭ヶ丘）
次　賞
砂丘 山　みち子（緑　台）
海からのおくりもの 小西　みき（大　学）

第三科　　書
大　賞（教育長賞）
萬葉の歌　 大谷　　清（千鳥台）
次　賞
禅房夏木深 能登ふみ代（鶴ヶ丘）

第四科　写　真
大　賞（北國新聞社長賞）
光炎 荒俣　賢正（旭ヶ丘）
次　賞
踊る 宮本外志雄（大根布）
深々と 池野　邦雄（アカシア）

町
民
体
育
祭 

町
民
体
育
祭 
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消

防
だ

よ
り

平
成
十
三
年
度
河
北
郡
消
防
団
連
合
訓
練
が

六
月
十
七
日
（
日
）、
石
川
県
津
幡
簡
易
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
河
北
郡
内
五
町
か
ら
消
防

ポ
ン
プ
車
二
十
二
台
、
消
防
団
員
四
百
二
十
九

名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
総
指
揮
官
の
号
令
の
後
、
迅
速
か
つ
確

実
性
を
競
う
ポ
ン
プ
車
操
法
や
、
規
律
・
節
度

を
審
査
す
る
小
隊
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
結
果
は
、
小
隊
訓
練
の
部
で
第
一
分

団
が
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

な
お
、当
日
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

石
川
県
知
事
表
彰

銀
杯
授
与
　
酒
本
　
昌
博
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
一
分
団
　
分
団
長

石
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
消
防
団
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団

功
　
労
　
章
　
森
田
富
士
夫
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団
　
分
団
長

功
　
績
　
章
　
酒
本
　
昌
博
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
一
分
団
　
分
団
長

勤
続
功
労
章
　
須
崎
　
保
夫
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
一
分
団
　
部
　
長

北
　
　
真
人
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団
　
班
　
長

連
　
　
義
則
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
一
分
団
　
団
　
員

新
本
　
弘
文
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
二
分
団
　
団
　
員

大
崎
　
政
行
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
二
分
団
　
団
　
員

川
辺
　
　
寿
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団
　
団
　
員

河
北
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

勤
続
功
労
章
　
佐
藤
　
弘
之
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
一
分
団
　
班
　
長

丸
一
　
　
仁
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
二
分
団
　
団
　
員

八
十
出
憲
克
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
二
分
団
　
団
　
員

出
島
　
和
雄
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
二
分
団
　
団
　
員

笠
山
　
光
一
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団
　
団
　
員

東
　
　
朋
宏
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
三
分
団
　
団
　
員

中
村
　
　
元
　
内
灘
町
消
防
団
　
第
四
分
団
　
団
　
員

河
北
郡
消
防
団
連
合
会
感
謝
状

前
内
灘
町
消
防
団
長
・
前
河
北
郡
消
防
団
連
合
会
会
長
　
前
崎
　
和
夫

河
北
郡
消
防
団
連
合
訓
練
開
催

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

花
火
の
取
扱
に
は
十
分
注
意
を

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
子
ど
も
も

大
人
も
、
涼
を
求
め
花
火
を
楽
し
み

ま
す
が
、
そ
の
花
火
も
正
し
く
使
わ

な
い
と
火
傷
を
し
た
り
、
火
災
の
原

因
に
な
る
な
ど
、
せ
っ
か
く
の
楽
し

さ
も
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
ん
な
で
、
安
全
に
花
火
を
楽
し

む
た
め
に
も
、
次
の
事
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

①
強
風
時
は
避
け
、

安
全
な
場
所
で
花

火
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
注
意
書
き
を
読
み
、
間
違
っ
た
使
い
方

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て

点
火
し
た
り
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、海
や
プ
ー

ル
な
ど
は
、若
者
や
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
に
は
、毎
年
多
く
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。内
灘
町
消
防
本

部
で
は
、万
一
の
場
合
に
備
え
て
、海
水
浴
場
に
救
命

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。看
板
に
は
、気
道
確
保
、人

工
呼
吸
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
、わ
か
り
や
す

く
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、こ

の
看
板
を
見
て
、応
急
手
当
が
出
来
る
よ
う
に
説
明

し
て
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、一
番
大
切
な
の
は
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
す
の
で
そ
の

た
め
に
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　
①
そ
の
時
の
気
象
状
況
を
考
慮
す
る
。 

　
②
体
調
の
悪
い
と
き
は
水
に
入
ら
な
い
。 

　
③
自
分
の
体
力
を
過
信
せ
ず
、休
憩
を
と
る
。 

　
④
小
さ
い
子
ど
も
づ
れ
の
と
き
は
、絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
。 

　
⑤
飲
酒
で
の
遊
泳
は
や
め
る
。 

　
以
上
の
事
を
守
っ
て
、海
水
浴
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
尚
、内
灘
町
消
防
本
部
で
は
、事
故
や
病
気
に
対
す
る
万
一
の
場
合
に
備

え
て
、応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
普
通
救
命
講
習
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

六
月
十
二
日
（
火
）、
石
川
県
消

防
学
校
に
お
い
て
、
県
内
十
二
消
防

本
部
の
選
抜
さ
れ
た
消
防
職
員
が
消

防
救
助
訓
練
を
通
し
て
、
各
種
の
災

害
に
対
応
す
る
消
防
救
助
技
術
の
向

上
と
、
救
助
業
務
の
充
実
を
図
る
事

を
目
的
に
、
日
頃
の
人
命
救
助
訓
練

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

内
灘
町
か
ら
は
、
ほ
ふ
く
救
出
、

は
し
ご
登
は
ん
に
出
場
し
、
中
本
潤

副
士
長
が
は
し
ご
登
は
ん
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
、
七
月
十
九
日
（
木
）

に
京
都
市
で
行
わ
れ
る
第
三
十
回
東

近
畿
地
区
救
助
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

第
二
十
七
回
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会
開
催
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図
書

館
情

報

●『
邪
　
魔
』

奥お
く

田だ

英ひ
で

朗お

著

夫
が
犯
罪
者
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
っ
た
ら
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

手
に
入
れ
た
小
さ
な
幸
せ
を
守
る
た
め
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
や
る
。

現
実
逃
避
の
執
念
が
暴
走
す
る
。

暑
　
夏

書
　
架
　
？
？
？

食
べ
る
の
が
大
好
き
　
鳩
山

は
と
や
ま

エ
ミ
リ
　

楯た
て

二に

谷た
に

友
里
恵

ゆ

り

え

淳じ
ゅ
ん
之の

介す
け

さ
ん
の
こ
と
　
宮み

や

城ぎ

ま
り
子こ

す
べ
て
辛
抱

し
ん
ぼ
う

上
・
下

半
村

は
ん
む
ら

良
り
ょ
う

赤
い
月
上
・
下

な
か
に
し
礼れ

い

他

多

数

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

あ
な
た
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い大

平
お
お
ひ
ら

光み
つ

代よ

痛
快
！
歴
史
人
物

桂
か
つ
ら

文
珍

ぶ
ん
ち
ん

谷
村
新
司
の
ふ
ら
り
流
〜
粋い

き

づ
く
し

「
旅
」
手
引
き

谷
村

た
に
む
ら

新し
ん

司じ

生
き
る
と
い
う
航
海
　
石
原

い
し
は
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

シ
ン
プ
ル
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

川
原

か
わ
は
ら

亜
矢
子

あ

や

こ

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書

の
所
蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図

書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

紳
士
と
オ
バ
ケ
氏
』
（
児
童
）

た
か
ど
の
　
ほ
う
こ
　
作

と
っ
て
も
ま
じ
め
な
紳
士
の
マ
ジ
ヒ
コ
氏
。
い
つ

も
決
ま
っ
た
生
活
を
し
て
い
る
の
に
、
あ
る
晩
、
ち

ょ
っ
と
ま
ち
が
え
て
真
夜
中
に
目
が
さ
め
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
彼
に
そ

っ
く
り
な
・・・。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
父
さ
ん
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
。

●『
離
婚
ま
で
』

藤
本

ふ
じ
も
と

ひ
と
み
　
著

何
で
こ
ん
な
男
と
結
婚
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
十

七
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
故
郷
で
三
十
年
前
の
事
件
の
真

相
を
知
る
。
本
当
の
自
分
を
生
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
初
の

自
伝
的
作
品
。

「
お
ー
い  

ぽ
ぽ
ん
た
」 

　
　
　（
声
で
読
む
日
本
の
詩
歌
）よ
り 

 

月
一
日
ま
で
の
間
に
、
町
内
十
ク
ラ
ス

の
三
年
生
が
、
訪
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
図
書
館
の
仕
事
に
つ
い
て
、

本
の
貸
出
・
返
却
方
法
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
す
。

「
図
書
館
で
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ

と
も
大
切
で
す
ね
。
み
ん
な
の
学
校
に

も
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？
」

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

で
す
が
、
こ
ん
な
時
は
、「
ハ
イ
！
」

「
ハ
イ
！
」
と
元
気
な
手
が
大
勢
上
が

り
ま
す
。

「
廊
下
を
走
ら
な
い
こ
と
で
ー
す
。」

こ
う
し
て
、
時
に
は
子
ど
も
た
ち
と
話

し
合
い
な
が
ら
図
書
館
の
利
用
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
お
楽
し
み
の
図
書
館
探

検
で
す
。
普
通
な
ら
中
学
生
以
上
し
か

行
け
な
い
コ
ー
ナ
ー
や
、
職
員
し
か
入

れ
な
い
書
庫
を
見
学
し
た
り
、
な
ど
な

ど
・・・

探
検
が
終
わ
る
と
、
好
き
な
椅
子
や
ジ

ュ
ウ
タ
ン
に
座
っ
て
、
好
き
な
本
を
自

由
に
読
む
時
間
で
す
。
絵
本
、
ク
イ

ズ
・
な
ぞ
な
ぞ
の
本
、
料
理
の
本
、
動

物
の
飼
い
方
の
本
、
大
型
の
昆
虫
図
鑑

を
開
い
て
い
る
子
・・・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

読
み
た
い
本
を
探
し
て
い
る
子
も
い
ま

す
。

「
妹
に
、
ノ
ン
タ
ン
借
り
て
い
こ
う
。」

「
野
球
の
ル
ー
ル
の
本
は
、
何
処
か

な
？
」

子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
実
に
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
本
に
夢
中

な
の
で
し
ょ
う
。
好
き
な
本
は
、
実
際

に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
体
験
を
し
ま
す
。

最
後
に
、
静
か
に
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を

灯
し
て
「
お
は
な
し
会
」
が
は
じ
ま
り

ま
す
。昔
話
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
拍
手
が
お
こ
り
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
、
お
腹
も
す
い
た
十
一
時

三
十
分
頃
、
子
ど
も
た
ち
は
帰
っ
て
い

き
ま
す
。

「
あ
り
が
と
！
」

「
さ
よ
な
ら
、
ま
た
図
書
館
に
来
る

よ
！
」

う
れ
し
い
言
葉
を
、
職
員
に
投
げ
か
け

な
が
ら
、
振
り
返
り
な
が
ら
、
学
校
へ

帰
っ
て
行
く
の
で
す
。

毎
年
、「
学
級
招
待
」
で
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
、
図
書
館
へ
来
て
く
れ
ま

す
。
無
邪
気
で
、
明
る
い
子
ど
も
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
大
人
に
な

り
、今
度
は
自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、

図
書
館
で
絵
本
を
読
ん
で
借
り
て
い

く
・・・。

私
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
、
こ
ん
な
時

な
の
で
す
。

（
中
川
記
）

学
級
招
待
を
終
え
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
！
」

元
気
に
小
学
三
年
生
が
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
町
立
図
書
館
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
図
書
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
小
学
三
年
生
（
前
回
ま

で
は
小
学
二
年
生
）
を
対
象
に
「
学
級

招
待
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
今
年
度
は
、
五
月
八
日
か
ら
六



2001.7.5.（8）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

粟
崎
郵
便
局
　
香
林
　
幹
夫
局
長
よ
り
内
灘
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
、
か
も
め
ー
る
四
百
枚
、
官
製
は
が
き
六
百
枚
、

タ
オ
ル
二
百
本
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

粟
崎
郵
便
局
で
は
”し
あ
わ
せ
ポ
ス
ト
“
を
設
置
し
、「
書
き

損
じ
は
が
き
」「
使
用
済
み
切
手
」
の
提
供
を
お
願
い
し
て
お

り
、
今
回
、
集
ま
っ
た
も
の
を
新
し
い
は
が
き
と
交
換
し
て
の

贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
代
表
し
、
は
が
き
、
タ
オ
ル
を
受
け
取

っ
た
今
村
事
務
局
長
は
今
後
の
登
録
福
祉
団
体
に
お
け
る
活
動

の
な
か
で
使
用
し
て
い
き
た
い
と
有
効
活
用
を
約
束
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
ポ
ス
ト
が

集
め
た
善
意
を
贈
呈

し

う
ち
な
だ
愉
快
な
仲
間
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
内
灘
中

学
校
へ
の「
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
」の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
内
灘
中
学
校
二
年
生
の
選
択
体
育
「
ダ
ン
ス
」

に
お
い
て
「
地
域
の
先
生
か
ら
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
年

間
十
二
回
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
男
子
十
一
名
、
女
子
十

八
名
が
四
分
二
〇
秒
の
激
し
い
踊
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

本
来
は
男
踊
り
で
あ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
で
す
が
、
男

子
中
学
生
が
踊
る
と
い
う
の
は
県
内
で
も
珍
し
く
、
今
後
の

活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
指
導
に
も
熱
が
入
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

八
月
四
日
に
開
催
さ
れ
る
町
民
夏
ま
つ
り
に
お
い
て
、
う

ち
な
だ
愉
快
な
仲
間
た
ち
と
中
学
生
、
総
勢
八
十
名
に
よ
る

発
表
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
勇
壮
華

麗
な
踊
り
を
是
非
一
度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ん
な
で
踊
ろ
う

ど
っ
こ
い
し
ょ
！

み
鶴
ヶ
丘
東
町
会
老
人
会
「
鶴
寿
会
」
が
こ
の
度

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
会
員
と
共
に
健
や
か
に

成
長
、
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
を
大
い
に
喜
び
、
祝

賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

百
二
十
九
名
の
会
員
を
数
え
、
最
高
齢
の
打
越

若
子
さ
ん
は
な
ん
と
今
年
百
歳
。
踊
り
、
唄
と
い

っ
た
会
員
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
笑
い
の
絶
え

な
い
明
る
い
雰
囲
気
の
中
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
に
お

互
い
の
健
康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

寿
会

創
立
三
十
周
年

鶴

「
戦
場
か
ら
妻
へ
の
絵
手
紙
展
」が
去
る
五
月
二
十
三
日（
水
）

〜
六
月
三
日（
日
）の
十
二
日
間
、
内
灘
町
役
場
六
階
町
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、
町

内
の
み
な
ら
ず
県
外
か
ら
も
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
訪
れ
、
延

べ
二
千
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
五
月
二
十
六
日
に
は

妻
の
高
澤
絹
子
様
を
招
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
座
談
会
が
行

わ
れ
、
ま
た
六
月
二
日
に
は
、
絵
手
紙
を
見
て
感
動
し
、
作
曲

し
た
と
い
う
音
楽
家
の
福
島
弘
和
さ
ん
ら
四
名
が
東
京
か
ら
駆

け
付
け
町
民
ホ
ー
ル
で
絵
手
紙
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

絵
手
紙
展
で
は
、
当
時
の
内
灘
町
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

お
り
、
一
日
で
は
手
紙
文
を
読
み
き
れ
な
い
と
毎
日
通
っ
て
く

だ
さ
る
方
々
や
知
り
合
い
を
誘
っ
て
再
度
訪
れ
る
方
々
な
ど
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
帰
り
際
に
お
礼
を
言
っ
て
帰
ら
れ
る
と

い
う
姿
も
見
ら
れ
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

動
の
絵
手
紙
展

感
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内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

七
月
十
八
日
内
灘
町
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
朗
読

劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
に
出
演
す
る
、
女
優
の
高
田
敏
江
さ

ん
が
内
灘
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

内
灘
砂
丘
、
試
射
場
跡
、
着
弾
地
観
測
所
を
ご
覧
に
な
り
、

「
文
学
者
の
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
る
、
文
学
者
に
愛
さ
れ
た

町
、
内
灘
で
公
演
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

本
公
演
に
お
い
て
約
三
百
回
に
も
及
び
出
演
し
て
き
た
高
田

さ
ん
。
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
内
灘
公
演
の
成
功
へ

誓
い
を
新
た
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

田
敏
江
さ
ん

来
庁

高
こ
の
ほ
ど
、
大
学
二
丁
目
町
会
に
高
さ
約

五
メ
ー
ト
ル
も
の
「
キ
リ
コ
」
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

同
町
会
は
能
登
出
身
者
が
多
く
、
能
登
の

勇
壮
な
キ
リ
コ
で
盛
大
に
夏
ま
つ
り
を
行
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
準
備
を
す
す
め
、
内
浦

町
松
波
よ
り
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
。

同
町
会
、
初
め
て
と
な
る
夏
ま
つ
り
は
七

月
二
十
二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
飛

び
入
り
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
皆
様
も

新
し
い
夏
ま
つ
り
に
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

学
二
丁
目

町
会
夏
ま
つ
り

大

み
な
さ
ん
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
覚
え
て
く
れ
て

い
ま
す
か
？
セ
ネ
ガ
ル
で
二
度
目
の
雨

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
は
す
で

に
夏
休
み
。

さ
て
、
今
回
は
夏
休
み
前
に
開
催
さ

れ
た
”学
校
週
間
“を
ご
報
告
し
ま
す
。

こ
れ
は
毎
年
五
月
に
セ
ネ
ガ
ル
全
土
の

小
学
校
で
、
一
週
間
か
け
て
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
。
授
業
は
完
全
に
休
み
と
な

り
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
父
兄
を
招
い
て

の
講
演
会
、
ク
イ
ズ
大
会
、
ミ
ニ
運
動

会
な
ど
、
各
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
は
最
終
日

に
、『
大
根
布
小
学
校
』
と
学
校
交
流

を
行
っ
て
い
る
『
ク
ー
ル
オ
マ
ー
ル
小

学
校
』
を
訪
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
工

作
展
示
会
の
準
備
、
午
後
は
ク
イ
ズ
大

会
と
セ
ネ
ガ
ル
ず
も
う
の
決
勝
戦
、
夕

方
に
は
セ
ネ
ガ
ル
太
鼓
奏
者
が
到
着
し

て
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
表

彰
式
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
で
し

た
。
私
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

定
期
的
に
放
課
後
に
練
習
し
た
折
り
紙

の
作
品
を
き
ち
ん
と
展
示
し
て
く
れ
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
表
彰
式
で
は

「
ソ
ー
ダ
（
私
の
現
地
名
）
の
お
か
げ

で
日
本
に
友
達
が
で
き
た
、
あ
り
が
と

う
」
と
、
特
別
賞
を
頂
い
た
こ
と
！
少

な
い
予
算
の
中
か
ら
用
意
し
て
く
れ
た

セ
ネ
ガ
ル
の
歴
史
の
本
は
、
私
の
一
生

の
宝
物
と
な
る
で
し
ょ
う
。

大
根
布
小
学
校
の
み
な
さ
ん
、
ま
た

お
手
紙
く
だ
さ
い
ね
。

　
セ
ネ
ガ
ル
便
り
（7）
 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー 

最終日の『仮装大会』女子の部上位３名。
伝統衣装を上手に（？）着こなした子どもたち。

セネガル太鼓に合わせてのダンスパーティーの様子。
音楽とダンスはイベントに欠かせない。



FIND THE SECRET KOALA MESSAGE !

全ての単語を見つけて残った文字を上から順番に 
ここに書いてください。 

縦、横、斜め、逆方向読むこともあり
ますのでよく見てください。斜めに書
いてある言葉は*が付いています。 
全ての単語を見つけて残った文字を上
から順番に書いてください。 

答え：I eat one kg of leaves in a day ! 
　　　私は１日で１キロの葉を食べます。（コアラは何も飲みません。） 

bushland 
climb 
dogs 
endangered 
eucalyptus 
fur

gumleaf 
habitat 
homerange 
joey 
koala 
mammal

marsupial 
nocturnal 
paws 
pouch 
protect 
safe 
zoologist

＊ ＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

When you have found all the words,the leftover letters spell the 
secret message ! Write it here.

KOALA WORD SEARCH !!

2001.7.5.（10）

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

内灘町
国際交流

員

ナタリ
ー・マックスウ

ェルの ウィンドウ 

『日本のおすすめどころ』 

札
幌
へ
外
国
人
の
友
達
四
十
人
ほ
ど

と
一
緒
に
二
月
の
雪
祭
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
す
ご
か
っ
た
よ
。

建
物
よ
り
大
き
な
氷
の
彫
刻
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。
一
つ
の
大
き
い
彫

刻
を
作
る
為

に
多
く
の
人

達
が
約
一
ヶ

月
か
け
て
作

っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、

氷
ス
ラ
イ
ダ

ー
も
あ
り
、

私
た
ち
は
楽
し
く
す
べ
り
ま
し
た
。

夜
は
ナ
イ
ト
ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
二
十
六
度
!!
ス
キ
ー

を
し
な
が
ら
私
は
雪
の
中
の
熱
く
て
気

持
ち
が
よ
い
露
天
風
呂
を
思
い
な
が
ら

す
べ
っ
て
い
ま
し
た
。

札
幌
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
に

も
行
き
、
お

い
し
い
ご
ち

そ
う
を
食
べ

た
り
、
ゆ
っ

く
り
と
ひ
と

と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
私
の
帰
国
す
る
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
今
回
の
広
報
は

と
て
も
気
に
入
っ
た
所
や
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
お
教
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
八
月
四
日
内
灘
町
民
夏

ま
つ
り
が
私
の
最
後
の
仕
事
に
な
り

ま
す
。

三
泊
四
日
の
北
海
道
旅
行
は
楽
し
か

っ
た
け
ど
寒
か
っ
た
・・・。
内
灘
に
戻
っ

た
時
は
北
海
道
よ
り
暖
か
い
の
で
ホ
ッ

と
し
て
な
ぜ
だ
か
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
雪
ま
つ
り
は
す
ば
ら
し
い

の
で
ぜ
ひ
機
会
が
あ
っ
た
ら
一
回
で
も

雪
祭
り
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
近
天
気
が
良
く
な
っ
て
色
々
な
と

こ
ろ
にS

ightseeing

を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
四
泊
五
日
の
神
戸
や
姫
路
、
大

阪
、
京
都
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
京
都

以
外
の
と
こ
ろ
は
初
め
て
行
き
ま
し

た
。
ず
っ
と
前
か
ら
神
戸
は
メ
チ
ャ
国

際
的
な
と
こ
ろ
と
聞
き
ま
し
た
。
さ
す

が
に
国
際
都
市
と
感
じ
ま
し
た
。
昼
・

夜
と
も
賑
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
が
あ

り
、
ぐ
る
っ
と
バ
ス
に
乗
っ
て
モ
ザ
イ

ク
や
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
中
華
街
、
三

ノ
宮
の
周
り
に

も
行
き
ま
し

た
。
明
石
海
峡

大
橋
も
行
き
ま

し
た
。
多
く
の

階
段
を
上
り
な

が
ら
姫
路
城
見

学
も
し
ま
し

た
。
す
で
に
六
百
年
ほ
ど
前
か
ら
建
っ

て
い
る
巨
大
的
豪
壮
な
城
を
見
な
が

ら
、
そ
の
時
期
の
人
間
協
力
や
君
主
の

尊
敬
が
強
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
京
都
に
は
二
回
目
と
な
る

金
閣
寺
や
清
水
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
何

度
見
て
も
金
閣
寺
は
豪
華
な
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
光
景
だ
と
思
い
ま
す
。
神
戸
・
大

阪
・
京
都
と
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
カ
ラ
ー

を
も
っ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
素
敵
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
金
沢
に
住
ま

な
か
っ
た
ら
ぜ
っ
た
い
神
戸
に
住
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
阪
や
姫
路
、

京
都
が
近
く
、
港
も
あ
り
世
界
の
料
理

を
食
べ
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
か
わ
い

い
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
並
ん
で
い
ま
す
。
と

に
か
く
、
神
戸
は
楽
し
く
住
み
や
す
い

所
で
す
ね
。

金
沢
は
一

年
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し

た
。
な
か
で

も
、
浅
ノ
川

の
花
見
、
百

万
石
ま
つ
り

の
提
灯
流
し
や
行
列
、
盆
踊
り
が
印
象

的
で
、
私
の
心
の
中
に
強
く
残
り
ま
し

た
。
石
川
に
来
て
か
ら
何
人
か
に
「
百

万
石
ま
つ
り
は
す
ば
ら
し
い
の
で
ぜ
ひ

見
て
い
っ
て
ネ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
実
際
百
万
石
ま
つ
り
を
友
達
と
見

に
行
く
と
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
行

列
も
面
白
か
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
す
ご

か
っ
た
の
は
提
灯
が
浅
ノ
川
に
流
れ
る

の
が
ベ
ー
リ
ベ
ー
リ
美
し
か
っ
た
で

す
。
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食
中
毒
に
ご
用
心

レ
ン

ジの
場合

菌をつけない 

菌をふやさない 

菌を殺す 

洗剤でしっ 

かり洗う。 

●手や調理器具は 
　しっかり洗う。 

●食品は早めに食べきる。 

●十分に中まで過熱して 
　殺菌する。 

●冷蔵庫の温度管理 
　に気をつける。 

　肉や魚をさわったり、 

　オムツ交換やトイレを 

　した場合は手を洗う。 

作って… あまったら捨てる！ 

食べて… 

冷凍してあるものを 
解凍するときは、中まで 
十分加熱しましょう。 

魚や肉を　 
調理したまな板 
や包丁はきれいに 
洗って熱湯を 
かけましょう。 

　食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店での食事が原因と思われがちですが、毎日食べ
ている家庭での食事でも多く発生していますし、発生する危険性がたくさん潜んでいます。
特に６月～９月は高温多湿となり、食中毒の多発する時期です。『食中毒予防の三原則』を
守って、安全な食生活を送りましょう。 

変
質
者
出
没

今
年
に
入
り
、
町
内

に
お
い
て
児
童
等
を
対

象
に
し
た
変
質
者
が
多

く
出
没
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
内
容
も
悪
質
で
、

内
灘
交
番
を
は
じ
め
、

町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
一
人
一
人

が
、
町
の
財
産
で
す
。
町
民
全
員
で
町
の
財
産
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

近
所
で
不
審
者
と
思
わ
れ
る
人
物
を
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
ら
内
灘
交
番
（
☎
２
８
６
―
０
０
３
０
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

第
51
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

（
河
北
保
護
区
保
護
司
会
）

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
「
社
明

運
動
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
各
種
の
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年

の
更
生
を
支
え
、
い
き
い
き
と
し
た
明
る
い
地
域

づ
く
り
に
参
画
す
る
」
で
す
。
町
民
の
皆
様
に
も
、

こ
の
主
旨
を
理
解
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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暮
ら
し
の
情
報

平
成
13
年
８
月
１
日
か
ら
、
あ
な
た
の
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
証
明
書
（
謄
抄
本
）
等
は

16
市
町
村
の
、
ど
の
窓
口
で
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

金 沢 市 市　民　課（076）220-2241
（各支所、出張所、市民サービスステーション）

松 任 市 市　民　課（076）274-9525
川 北 町 住　民　課（076）277-1111
美 川 町 町　民　課（076）278-8121
鶴 来 町 町　民　課（07619）2-1113
野々市町 住　民　課（076）294-8893
河 内 村 住民福祉課（07619）2-1100
吉野谷村 総　務　課（07619）5-5011

鳥 越 村 住　民　課（07619）4-2011
尾 口 村 住民福祉課（07619）6-7011
白 峰 村 総務企画課（07619）8-2011
津 幡 町 町民福祉課（076）288-2124
高 松 町 町　民　課（076）281-3921
七 塚 町 町民生活課（076）283-7178
宇ノ気町 町民生活課（076）283-1113
内 灘 町 町民生活課（076）286-1111

－－－－－－取扱っている窓口－－－－－－

※詳しくは各市町村の窓口でおたずねください。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

一
般
事
務
職
　
３
名

受
験
資
格
等
▼

学
歴
・
年
齢
要
件

◎
大
学
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
52
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

◎
短
大
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
54
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

◎
高
校
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
限
▼
８
月
20
日
（月）

試
験
期
日
及
び
方
法
▼

①
一
次
試
験
（
一
般
教
養
、
作
文
）

９
月
16
日
（日）

石
川
県
人
事
委
員
会
へ
委
託
し
ま
す
。

②
二
次
試
験
（
面
接
、
体
力
測
定
）

10
月
予
定

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
当
町
に
て

実
施
し
ま
す
。

採
用
時
期
▼

平
成
14
年
４
月
１
日
予
定

応
募
手
続
▼

内
灘
町
総
務
部
総
務
課
（
受
付
）
で
交
付

す
る
採
用
試
験
申
込
書
に
卒
業
（
見
込
）

証
明
書
、
成
績
証
明
書
を
添
え
て
受
付
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
不

可
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
総
務
課
受
付

広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
証
明
書
（
謄
抄
本
）
等
の
各
種
の
証
明
書
の
交
付
窓
口
が

16
市
町
村
に
拡
が
り
ま
す
。

内
灘
町
職
員
の
募
集

サービスの概要 
 

交付できるもの 

利用できる人  

受 付 日  

受 付 時 間  

手 数 料  

手続きのしかた 

住民票の写し・印鑑登録証明書 
登録原票記載事項証明書 
 

現在の戸籍証明（謄抄本） 
戸籍の附票の写し・身分証明書 
 

本人または 
本人と同一世帯の人 

本人または 
本人と同一戸籍の人 

月曜日～金曜日（ただし、祝祭日および年末年始は除く） 
 

午前９時～午後４時30分 

窓口に備えてある「広域窓口サービス用交付請求書」に 
必要事項を記入し、提出してください。 

住民登録または本籍地のある市町村の手数料条例に基 
づく金額 
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千
鳥
台
３
丁
目
・
大
学
１
丁
目

の
一
部
が
市
街
化
区
域
に
編
入

金
沢
市
・
内
灘
町
・
野
々
市
町
の
１
市
２
町

で
構
成
さ
れ
て
い
る
金
沢
都
市
計
画
の
市
街
化

区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
変
更
が
、
６
月

22
日
（金）
石
川
県
よ
り
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
当
町
で
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
た

地
区
は
、
千
鳥
台
地
区
（
千
鳥
台
３
丁
目
）
と

大
学
地
区
（
大
学
１
丁
目
の
一
部
）
の
２
地
区

で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
内
灘
町
で
は
同
日
、
用
途
地

域
の
変
更
を
告
示
し
て
お
り
ま
す
。

千
鳥
台
地
区
は
県
立
内
灘
高
校
を
含
む
面
積

11
・
３
ha
の
地
区
で
、
用
途
地
域
は
第
１
種
低

層
住
居
専
用
地
域
、
第
２
種
住
居
地
域
、
第
１

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
の
３
用
途
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
地
区
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
立
地
し
て
い
る
地
区
で
面
積
は
１
・
１
ha
、

用
途
地
域
は
第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
変

更
」「
用
途
地
域
の
変
更
」
に
関
す
る
資
料
は

都
市
計
画
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
内
灘

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
内
灘
町
総
合

計
画
等
の
上
位
計
画
を
踏
ま
え
、
本
町
の
将
来

像
や
都
市
づ
く
り
の
目
標
・
課
題
、
道
路
・
公

園
等
都
市
施
設
の
整
備
方
針
を
示
し
た
も
の
）

に
関
す
る
資
料
も
都
市
計
画
課
に
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
）
募
集

在
宅
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
訪
問
し
て
介
護

や
介
助
を
す
る
仕
事
で
す
。

あ
い
て
い
る
時
間
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
▼
５
名
程
度

応
募
資
格
▼

55
歳
く
ら
い
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
条
件
▼

・
賃
金
は
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
規
定
に
よ

る
・
労
災
保
険
、
在
宅
福
祉
総
合
保
障
保
険
あ
り

応
募
要
領
▼

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付
す
る
願
書
に
履

歴
書
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
▼

〜
７
月
末
日
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

保
健
セ
ン
タ
ー
内

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

”学
び
ま
せ
ん
か
“「
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
」

〈
土
橋
登
志
子
先
生
の

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
〉

生
涯
楽
習
講
座

一
人
一
人
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
環

境
を
守
る
行
動
を
始
め
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
。

日
程
内
容
▼

＊
午
前
の
部

※
時
間
は
、
10
時
〜
12
時

＊
夜
間
の
部

※
時
間
は
、
19
時
〜
21
時

会
場
▼
働
く
婦
人
の
家

対
象
▼
町
内
在
住
の
方
。

定
員
▼
午
前
の
部
・
夜
間
の
部
　
各
15
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
）

受
講
料
▼
無
料

募
集
期
間
▼

７
月
２
日
（月）
〜
12
日
（木）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

応
募
方
法
▼
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
内
灘
町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

☎
２
８
６
―
６
７
１
６

FAX
２
８
６
―
６
７
１
４

夕

陽

ヶ

丘

苑

パ

ー

ト

職

員

募

集

職
種
及
び
採
用
人
数
▼

①
産
休
代
替
看
護
婦
（
士
）

１
名

②
介
護
職
員
（
パ
ー
ト
）

２
名

応
募
資
格
▼

①
は
年
齢
45
歳
ま
で
の
方
で
、
看
護
婦
（
士
）

の
資
格
を
有
す
る
方

②
は
年
齢
40
歳
ま
で
の
方
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

※
健
康
で
明
る
い
性
格
の
方
歓
迎

勤
務
条
件
▼

・
勤
務
時
間

①
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
実
働
７
時
間
）

②
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
交
替
制
）

・
給
与

①
時
給
　
１，

０
０
０
円

②
時
給
　
　
　
９
０
０
円

採
用
時
期
▼

①
９
月
初
旬
予
定

②
８
月
１
日
予
定

応
募
要
領
▼

内
灘
町
福
祉
会
で
交
付
す
る
願
書
・
履
歴
書

を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

応
募
者
に
後
日
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
期
限
▼

７
月
18
日
（水）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

社
会
福
祉
法
人
内
灘
町
福
祉
会

☎
２
８
６
―
９
９
１
１

回
数

期
　
日

内
　
　
容

１

７
月
17
日
（火）

ゼ
ロ
の
始
ま
り

２

７
月
19
日
（木）

皮
の
利
用

３

７
月
24
日
（火）

骨
ま
で
愛
し
て

４

７
月
26
日
（木）
地
球
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

回
数

期
　
日

内
　
　
容

１

７
月
16
日
（月）

ゼ
ロ
の
始
ま
り

２

７
月
18
日
（水）

皮
の
利
用

３

７
月
23
日
（月）

骨
ま
で
愛
し
て

４

７
月
25
日
（水）
地
球
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
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夏
休
み
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
遊
び
半
分

で
始
め
ま
す
が
、
し
っ
か
り
基
本
理
論
を
学
習

す
れ
ば
、
素
質
も
体
力
も
経
験
も
要
ら
ず
、
誰

で
も
短
期
間
に
上
達
す
る
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

主
催
▼
内
灘
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

講
師
▼
内
灘
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
「
キ
・
ラ

・
リ
・
び
と
」
認
定
　
片
桐
紀
隆

内
容
▼
講
義
と
実
技
（
確
実
な
ス
ペ
ア
の
取
り

方
等
）

対
象
▼
小
学
５
年
生
以
上
（
小
中
学
生
は
父
兄

同
伴
の
こ
と
。）

日
時
▼

講
義
　
７
月
27
日
（金）

午
前
10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

実
技
　
ご
希
望
の
日
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導

い
た
し
ま
す
。

７
月
30
日
〜
８
月
31
日
の
平
日
午
後

２
時
〜
（
土
曜
日
午
前
10
時
〜
）

※
た
だ
し
、
７
月
13
日
〜
18
日
を
除
き

ま
す
。

会
場
▼
第
１
日
目
（
講
義
）

内
灘
町
文
化
会
館
（
予
定
）

第
２
日
目
（
実
技
）

ル
ネ
ス
・
サ
ン
サ
ー
カ
ス

会
費
▼
実
費
　
ゲ
ー
ム
代
３
ゲ
ー
ム
分
＋
貸
し

靴
代
＋
資
料
代
（
１
０
０
円
）

申
込
▼
７
月
25
日
ま
で
に
左
記
へ

体
育
協
会
事
務
局
（
内
灘
町
生
涯
学
習
課
内
）

ま
た
は
、
片
桐
紀
隆
☎
２
８
６
―
２
１
２
７

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
直
接
片
桐
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
▼

①
交
通
事
故
等
に
十
分
注
意
し
て
、
各
自
の
責

任
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
間
を
通
じ
て
、

キ
・
ラ
・
リ
・
び
と

活
動
と
し
て
、
ご

希
望
の
日
に
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
い

た
し
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
の
ご
案
内

本
年
９
月
８
日
（土）
〜
11
月
11
日
（日）
に
金
沢
城

址
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
『
夢
み
ど
り

い
し
か
わ
２
０
０
１
』
の
協
賛
事
業
の
一
環
と

し
て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
致
し
ま
す
。

当
日
は
講
師
の
方
が
実
演
、
指
導
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
に
参
加
し

て
緑
と
花
に
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
９
月
２
日
（日）
午
前
10
時
〜
（
雨
天
決
行
）

場
所
▼
内
灘
町
総
合
公
園
（
予
定
）

対
象
▼
内
灘
町
在
住
の
方
及
び
町
内
企
業
に
従

事
し
て
い
る
方

参
加
料
▼
２，

０
０
０
円
（
材
料
費
）

（
当
日
会
場
で
集
め
ま
す
）

定
員
▼
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

ハ
ガ
キ
に
「
住
所
・
氏
名
・
電
話
・
年
齢
」

を
明
記
の
う
え
、
７
月
27
日
（金）
（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
後
日
、
案
内
文
書
を
送
付
し
ま

す
。

〒
９
２
０
―
０
２
９
２

内
灘
町
字
大
学
１
丁
目
２
―
１

内
灘
町
　
都
市
計
画
課

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」
参
加
申
込

あ
な
た
も
パ
ソ
コ
ン
講
習
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
開
催
の
ご
案
内

８
月
に
実
施
す
る
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
に
つ

い
て
再
度
募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
等
▼

※
受
講
者
数
は
、
各
日
程
そ
れ
ぞ
れ
28
名
で
す
。

※
講
習
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
12
時
間
で
す
。

内
　
容
▼

・
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
初
級

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
初
級

・
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
初
級

対
象
者
▼
県
内
在
住
の
成
人
の
方

会
　
場
▼
内
灘
町
役
場
１
階
101
会
議
室

申
込
方
法
▼
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
コ

ー
ス
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ま
で
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
コ
ー
ス
は
第
１
・
第
２
希
望
ま
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
は
第

２
希
望
で
調
整
い
た
し
ま
す
。）

申
込
期
限
▼
８
月
実
施
分
―
８
月
６
日
ま
で

申
込
先
▼
〒
９
２
０
―
０
２
９
２

内
灘
町
字
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

内
灘
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

宛

そ
の
他
▼

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、
１
人
１，

０
０
０
円

が
必
要
で
す
。（
講
習
の
初
日
に
集
め
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

世
界
の
凧
の
祭
典
２
０
０
１

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

７
月
７
日

（土）
〜
７
月
13
日

（金）

内
灘
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
て

  Ａ－７　　　　　　　　　８月20、21、22、23日 
　　　　　　　　　　 　  
  Ａ－８　　　　　　　　　８月27、28、29、30日 
 
　　　　　　　　　　 　 

  コース　 　  時　間　　   　　 　　日　　　程 
コ

ー

ス 

平
日
午
前 

 

午前9時～12時 

  Ｂ－７　　　　　　　　　８月20、21、22、23日 
　　　　　　　　　　 　  
  Ｂ－８　　　　　　　　　８月27、28、29、30日 
　　　　　　　　　　 　  
 

  コース　 　  時　間　　   　　 　　日　　　程 
コ

ー

ス 

平
日
午
後 

 

午後１時～４時 

  Ｃ－７　　　　　　　　　８月20、21、22、23、24、25日 
　　　　　　　　　　 　 

  コース　 　  時　間　　   　　　　 日　　　程 コ
ー
ス 

夜
　
間 午後７時～９時　 



受
講
料
▼
材
料
費
の
み
（
１，

２
０
０
円
）

絞
り
ば
ら
大
３
輪
、
レ
ー
ス
の
リ
ー
フ

定
　
員
▼
17
名

対
　
象
▼
勤
労
青
少
年

申
込
受
付
日
▼
７
月
12
日
（木）
〜
７
月
16
日
（月）

◎
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申
込
先
▼
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
８
６
―
５
４
３
８

長
寿
祝
券
支
給
事
業
に
際
し
、
祝
券

取
扱
特
定
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

内
灘
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
敬
老
事
業
の
一

環
と
し
て
「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」
を
高
齢
者
の

方
々
に
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
祝
券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
対
象
は
、
内
灘
町
内
の
店
舗
等
で
事
業
を
営

む
民
間
業
者
等
で
す
。

（
例：

小
売
業
・
飲
食
店
、
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）

②
特
定
事
業
者
の
登
録
を
受
け
る
場
合
は
必
ず

内
灘
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
は
登
録
証
票
等

を
交
付
し
ま
す
。）

店
舗
等
募
集
に
関
す
る
説
明
会
は
別
途
行
う

（
日
程
に
つ
い
て
は
８
月
号
に
記
載
）
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

2001.7.5.（15）

暮
ら
し
の
情
報

平
成
13
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

夏
休
み
最
後
の
土
曜
日
・
日
曜
日

バ
ス
に
乗
っ
て
、
石
川
県
を
体
験
学
習
！

夜
は
、
ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
の
お
姉
さ
ん
・
お
兄
さ
ん

と
夏
休
み
学
習
帳
で
、
予
習
・
復
習
の
勉
強
会
！

実
施
日
▼
８
月
25
日
（土）
〜
26
日
（日）

１
泊
２
日

コ
ー
ス
▼

25
日

加
賀
温
泉
駅
発
８
時
30
分
―（
小
松

駅
前
、金
沢
駅
西
経
由
）―
石
川
県
漁

業
研
修
セ
ン
タ
ー
―
の
と
じ
ま
水
族

館
―
柳
田
星
の
観
察
館
（
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
）―
の
と
き
ん
ぷ
ら
（
泊
）

26
日

奥
能
登
塩
田
村
揚
浜
館
―
千
枚
田
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
―
の
と
空
港
建
設
予

定
地
―
ぶ
ど
う
狩
り
―
（
小
松
駅
前
、

金
沢
駅
西
経
由
）加
賀
温
泉
駅
着

午
後
４
時
30
分

※
天
候
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
コ
ー

ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
▼
河
北
郡
以
南
の
市
町
村（
金
沢
・
松
任
・

小
松
・
加
賀
市
、江
沼
・
能
美
・
石
川
・
河
北
郡
）

に
お
住
ま
い
の
①
ひ
と
り
親
と
そ
の
児
童

（
小
学
生
）、
②
父
母
の
い
な
い
小
学
生
と
そ

の
祖
父
母

申
込
受
付
▼
７
月
24
日
（火）
〜
８
月
７
日
（火）

〈
当
日
消
印
有
効
〉

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

県
庁
子
育
て
支
援
課
　
家
庭
福
祉
係

〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
広
坂
２
丁
目
１
番
１
号

☎
２
２
３
―
９
１
３
４

FAX
２
２
３
―
９
４
８
９

手

づ

く

り

絵

本

講

座

（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

自
分
だ
け
の
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

楽
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
ね
！

ど
ん
な
表
紙
に
し
よ
う
か
な
？

講
師
▼
高
松
手
づ
く
り
絵
本
ク
ラ
ブ

鈴
木
　
晶
子

氏

日
　
時
▼
８
月
２
日
（木）
・
３
日
（金）
・
９
日
（木）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

場
　
所
▼
文
化
会
館

参
加
費
▼
無
　
料

対
　
象
▼
小
学
生

定
　
員
▼
20
名
（
３
回
で
完
成
さ
せ
ま
す
の
で

全
日
参
加
で
き
る
方
）

申
込
期
限
▼
７
月
25
日
（水）
ま
で

＊
持
ち
物
な
ど
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
立
図
書
館

☎
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
の
ご
案
内

内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

開
催
日
▼
７
月
24
日
（火）

７
月
31
日
（火）

計
２
回

時
　
間
▼
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

場
　
所
▼
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
西
荒
屋
ハ
24
―
４
）

講
　
師
▼
香
川
　
令
子

持
ち
物
▼
ピ
ン
セ
ッ
ト

ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ
チ
１
枚

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
に
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

町
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
療
養
見
舞
金

20
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
親
子
や
両
親
の
い
な
い
子
ど
も
が
、
病

気
や
け
が
の
た
め
の
通
院
・
入
院
し
た
と
き
、

そ
の
日
数
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
子
ど
も
が
20
歳
に
な
っ
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
奨
学
金

ひ
と
り
親
家
庭
等
で
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
者
に
対
す

る
、奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い

る
者
及
び
就
学
期
間
中
の

者
。（
た
だ
し
、
子
ど
も
が
18

歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）

通院
町（父子及び母子家庭）
※支給額（１人あたり）

※支給回数
同一年度内に通院・入院それぞれ２
回以内

※申請期限
通院が終わった日及び退院の日から
90日以内

県（母子家庭）

入院

30日以上
7日以上30日未満
30日を超えるもの

5,000円
10,000円
20,000円

通院
入院

15日以上
1日以上

20,000～30,000円
20,000～170,000円

学齢前児童
小 学 生
中 学 生
高 校 生

※支給額（１人あたり）
2,000円
2,000円
2,500円
2,500円



第25回
 

8
4土 

今年も下記の日程で町民夏まつりが開催されます。 
ご家族そろってお越しください。 

福祉センター 正午～午後3時　高齢者の集い 

午後3時～  

会 

場 

総合グラウンド 会 

場 

午後3時～　 
  ・各種出店コーナー 
  ・消防防災フェア 

 

オープニングダンス（ラブリーキッズ） 
　　　　　　　　　　　　　（午後3時頃～） 

みんなで踊ろう  どっこいしょ 
　　　　　（愉快な仲間たち･中学生） 
　　　　　　　　（午後5時30分頃～）　 

和太鼓（和太鼓協会） 
　　（午後5時50分頃～）  

午後8時～　 

  花火の祭典 

 

柏原　芳恵 保科　有里 室　まさのり 相川　美保 鈴木　　崇 

午後6時30分～ 

○1999 円谷プロ Ｃ 

保育園児納涼盆おどり 
　　　　（午後3時20分頃～） 

ぷっぴ～と遊ぼう 
　（全国緑化フェア事業） 
　　　　　（午後5時頃～） 

午後8時30分～ 

  おどりの夕べ 

ピエロファミリーがやってくる 
　　　　　　　　 （午後3時50分頃～） 

　　　　（午後4時20分頃～） 

2001.7.5.（16）

町
民
夏
ま
つ
り



2001.7.5.（17）

暮
ら
し
の
情
報

総
合
公
園（
屋
内
温
水
プ
ー
ル
）送
迎
バ
ス
運
休
に
つ
い
て

８
月
４
日
（土）
は
町
民
夏
祭
り
に
つ
き
、

送
迎
バ
ス
は
運
休
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
平
常
通
り

営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
７
月
21
日
（土）
か
ら

８
月
31
日
（金）
ま
で
の
間
、
平
水
期
間
と
な

り
ま
す
の
で
、
開
館
時
間
を
変
更
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
に
伴
い
、

送
迎
バ
ス
も
増
便
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

平水期間（7月21日～8月31日）の
屋内温水プール開館時間案内･休館日

平　　日　午前10時から午後９時
日・祝日　午前10時から午後７時

休館日　第1火曜日

発　着　場　所 1  便 2  便 3 便 帰 り 
総合公園 （ 温水プール ） 発 12： 55 15： 15 17： 50 
大 根 布 ５ 丁 目 10： 00 13： 00 15： 20 17： 55
内灘町農協向 い （ クリーニング前 ） 10： 01 13： 01 15： 21 17： 56
内 灘 総合グラウンド前 10： 02 13： 02 15： 22 17： 58
向粟崎５丁 目 （ クリーニング前 ） 10： 04 13： 04 15： 23 18： 03
アカシア （ 旧出光跡地向い ） 10： 06 13： 05 15： 25 18： 05
サ　ン　タ　ウ　ン　前　 10： 08 13： 07 15： 27 18： 06 
旭ケ丘北國銀行内灘支店向い 10： 09 13： 09 15： 29 18： 07
緑 台 ２ 丁 目 バ ス 停 10： 10 13： 10 15： 30 18： 09
緑 台 保 育 園 向 い 10： 12 13： 12 15： 32 18： 11
千 鳥 台  （ つ ち だ 商 店 前  ） 10： 15 13： 15 15： 35 18： 14
向 陽 台働く婦人の家前 10： 17 13： 17 15： 37 18： 17
鶴ケ丘４丁目 （ 宮下鍼灸院前 ） 10： 19 13： 19 15： 39 18： 19
鶴ケ丘５丁目 （ バザール前 ） 10： 21 13： 21 15： 41 18： 21
大　根　布　６　丁　 目 10： 22 13： 22 15： 42 18： 22
文 　 化 　 会 　 館 　  前 10： 24 13： 24 15： 44 18： 23
医 科 大 学 前 バ ス  停 10： 25 13： 25 15： 45 18： 25
総合公園 （ 温水プール ） 着 10： 31 13： 31 15： 51
総合公園 （ 温水プール ） 発 13： 35 16： 00 17： 15
室　　　バ　　　ス　　　 停 10： 50 13： 45 16： 08 17： 30
西 荒 屋 下 出 バ ス  停 10： 51 13： 46 16： 09 17： 32
西 荒 屋 上 出 バ ス  停 10： 52 13： 47 16： 10 17： 33
西 荒 屋 小 学 校 向  い 10： 53 13： 49 16： 12 17： 34
黒　津　船　バ　ス　 停 10： 55 13： 51 16： 14 17： 36
宮 　 坂 　 バ 　 ス 　  停 10： 56 13： 52 16： 15 17： 37
総合公園 （ 温水プール ） 着 11： 00 14： 00 16： 21 17： 45

夏休み期間送迎バス時刻表（8月1日～31日）

小・中学校等の夏休みに伴い、屋内温水プール送迎バス時

刻を次のとおり変更します。

運行日：月曜日～土曜日 運休日：日曜・祝日、第1火曜日

と　き ７月18日（水）開場 午後6：45 開演 午後7：15
ところ 内灘町文化会館大ホール
入場料 大人券　　1,500円（当日券2,000円）

子ども券　　800円（ 1,000円）※小学生～高校生対象
親子券　　2,000円（ 2,700円）

☆幼児の保育もあります。（無料ですが、前もって申し込んでください。）

問い合わせ先 内灘町教育委員会生涯学習課　☎286－6716

劇団…地人会
構成・演出…木村光一
出演…岩本　多代　高田　敏江

中村　たつ　大森あけみ
松下砂稚子　北村　昌子

内灘町文化会館自主事業

日　時�８月９日（木）
開場 午後１時30分　開演 午後２時

会　場�内灘町文化会館 大ホール

主催�内灘町教育委員会・石川テレビ放送
問い合わせ先�内灘町教育委員会☎286－6716

内灘町文化会館　☎286－1123

入場料

前売り 1,000円
1,200円

500円
700円当　日

大人 小人
（4才以上～中学生）

前売券発売所
●内灘町文化会館　●おきの書房
●香林坊大和　　　●内灘町各公民館
●名鉄丸越　　　　●香林坊PG（KOHRINBO 109）

― 
芥
川
賞
作
家 

　 

花
村
萬
月
氏 

来
町 

― 
 

内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
開
校
記
念 

講
演
の
お
知
ら
せ 

内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
の
開
校
式
に
芥

川
賞
作
家
の
花
村
萬
月
氏
が
次
の
と
お
り
記

念
講
演
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
▼
平
成
13
年
７
月
14
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜

会
　
場
▼
内
灘
町
役
場
一
階
　
町
民
ホ
ー
ル

そ
の
他
▼
入
場
は
、
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
２
８
６
―
６
７
１
６

※4才以上有料（全席自由・税込）
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問：「将来、年金が破綻してしまい、年金が受けとれない？」
答：　年金がもらえなくなることはありません。
年金制度は20歳から60歳までの、すべての国民が加
入し、国が責任をもって運営する社会保障制度です。
国は、さまざまな状況の変化に応じて必要な改革を行
い、安定的な運営を約束しています。
皆さん一人ひとりが、決まりごとをキチンと守って
いる以上、必ず年金は受け取ることができます。

問：「国民年金より個人年金のほうが有利だ？」
答：　国民年金は、民間の個人年金に比べて、①生涯にわ
たって支給されること、②その時々の物価に合わせて
年金額が上がること、③年金額の３分の１は国が負担
することなどの特徴があり、老後の生活保障のもっと
も大きな柱となるものです。「老後の基盤は国民年金、
余裕があれば個人年金」と考えるべきでしょう。

問：「納めた保険料の総額に比べて、受け取る年金額が少ない？」
答：　年金は積み立て（貯蓄）ではないので、比較すべき
ものではありませんが、あえて比較するなら次のよう
になり、貯金して利息がついた以上の額になります。
納める保険料
保険料月額　13,300円×12月×40年

＝6,384,000円
受け取る年金
基礎年金年額　804,200円×17年

＝13,671,400円
＊平均寿命82歳で計算

いずれも、現在の数字をもとに参考例として計算したも
のですが、年金額は納める保険料の2倍以上になります。さ
らに、消費者物価の変動に合わせて、年金額の実質価格が
目減りしないように改定されます。

お答えします。あなたの不安!?

○所得に応じた保険料の額

65歳以上の方の介護保険料は、平成12年度、平成13年度において次の軽減措置が講じられています。
●平成12年４月から９月までの半年間は保険料を納めなくてもよいこと
●平成12年10月から平成13年９月までの１年間は、本来の保険料の半額を納めること
●平成13年10月から本来の保険料を納めていただくことになります

※内灘町の基準額は、月額2,800円となります。

◎介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

のお知らせ

本
来
の
保
険
料
の
額 

←
 

←
 

保険料が軽減された分は 
国が負担します 
保険料が軽減された分は 
国が負担します 

保険料を 
納める必要は 
ありません 
 

本来の保険料の 
半額を納めます 
本来の保険料の 
半額を納めます 

本来の保険料の額を納めます 本来の保険料の額を納めます 

▲ 
平成12年４月 

▲ 
平成12年10月 

▲ 
平成13年3月 

▲ 
平成13年10月 

▲ 
　平成14年４月　→ 

軽減される方 

保険料区分 

区分説明 

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 

基準額×0.5

平成12年度 4,200円 

12,600円 

16,800円 

6,300円 

18,900円 

25,200円 

8,400円 

25,200円 

33,600円 

10,500円 

31,500円 

42,000円 

12,600円 

37,800円 

50,400円 

平成13年度 

平成14年度 

基準額×0.75 基準額 基準額×1.25 基準額×1.5

生活保護の受給者、 
老齢福祉年金受給者 
（住民税世帯非課税） 

世帯全員が　 
住民税非課税 

本人が　　　 
住民税非課税 

本人が住民税課税で 
合計所得金額が250 
万円未満　　　　　 

本人が住民税課税で 
合計所得金額が250 
万円以上　　　　　 

 

基準額を支払う方 割増の保険料を支払う方 

（年額保険料） 



2001.7.5.（19）

暮
ら
し
の
情
報

Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A●● ● ● ● ●Q

&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●

Q
&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A

●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●

●
●

私は現在、サラリーマンの

妻として国民年金の第３号被

保険者になっている者です。

この度、夫が転職を希望して

会社を退職しました。２か月

後の再就職先の会社も決定し

ているのですが、妻である私

の年金の手続きはどうなるの

でしょうか。

今回の転職にともない、あなたのご主人の国

民年金被保険者種別は以下のようになります。

あなたのご主人
第2号被保険者→第1号被保険者→第2号被保険者
（前の会社在職中） （次に移るまで） （再就職先に就職）

扶養されているあなたについては
第3号被保険者→第1号被保険者→第3号被保険者
（前の会社在職中） （次に移るまで） （再就職先に就職）

①第３号被保険者が第１号被保険者に該当したとき、②第１号
被保険者が第３号被保険者に該当したとき、いずれの場合も届け
出が必要です。
①の場合はあなたの年金手帳、②の場合はあなたの年金手帳と
ご主人の年金手帳、健康保険証、認印をお持ちになって、市役
所・町村役場の国民年金係で手続きしてください。

ＱＱＱＱ
ＡＡＡＡ

７月は介護保険料の納期です
普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成13年度第１期分の納期限は、７月31日（火）です。７月10
日以降に納付書を送付しますので、納め忘れのないようにお願いいたします。

○平成13年度の介護保険料
・普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成12年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、平成13年９月までは年金からの天引
きができませんので、平成13年度第１期（７月）・第２期（９月）については、引き続き普通徴収による納付とな
ります。
平成13年度中に65歳に到達される方については、平成14年９月までは普通徴収となります。

（普通徴収の納期）

（保険料の例示）
※平成13年度　保険料区分が第３段階に該当する方の保険料

○特別徴収（年金からの天引き）
現在、年金から天引きされている方については、平成13年４月・６月・８月の年金支給時には、平成13年２月に
天引きされた金額と同額が仮徴収されます。
10月以降の天引き額については、平成13年度課税所得状況（平成12年中の所得）により、保険料区分・保険料
額が決定し、７月10日以降に通知書を送付します。

介護保険から

なお、平成13年９月をもって保険料の軽減措置が終了し、10月からは本来の保険料を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。

平成13年度
第　１　期 第　２　期 第　３　期 第　４　期 第　５　期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
11月30日

１月１日～
１月31日

３月１日～
３月31日

上半期（４月～９月） 下半期（10月～３月） 年額保険料
3,150円
3,150円

6,300円

6,300円
6,300円
6,300円
18,900円

下半期は上半期の２倍の保険料と
なります。

25,200円

・第１期
・第２期

小　　計

・第３期
・第４期
・第５期
小　　計
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夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
21
日

（土）
〜
７
月
30
日

（月）
10
日
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
気
〜
つ
け
て
ね
」
愛
の
一
声

事
故
防
止

﹇
北
陸
三
県
統
一：

さ
わ
や
か
に
　
夏
を
走
ろ
う
　
北
陸
路
﹈

重
　
点

・
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

・
無
謀
・
暴
走
運
転
の
追
放

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
徹
底

内
灘
町
で
は
、
今
年
に
入
り
83
件
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
既
に
２
名
の
方
が
交
通
事
故

に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
思
う
気
持
ち
が

事
故
を
呼
ぶ

事
故
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

と
思
う
気
の
緩
み
で
す
。
運
転
に
は
細
心
の
注

意
を
は
ら
う
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

薄
暮
や
雨
天
の
時
は
、
自
動
車
か
ら
歩
行
者
が

見
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
も
反
射

材
着
用
等
交
通
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
〔
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
〕

〔
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
（
対
象
児

童
と
同
居
し
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
）〕
に

は
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得

限
度
有
）

（
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
支
給
対
象
外
）

対
象
と
な
る
児
童
▼

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

※
ま
た
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
る
。

・
現
況
届
　
２
年
間
未
提
出

・
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実
婚
含
む
）
に
養

育
さ
れ
て
い
る
（
父
障
害
以
外
）

（
同
居
、
訪
問
、
金
銭
的
援
助
が
あ
る
場
合

も
含
み
ま
す
）

・
年
金
受
給
（
遡
及
支
給
さ
れ
る
場
合
）

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
時
は
速
や
か
に
町

民
生
活
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

第
51
回

内
灘
町
戦
没
者
慰
霊
式

日
時
▼
平
成
13
年
７
月
13
日
（金）

午
前
10
時

場
所
▼
蓮
徳
寺
（
宮
坂
）

第
50
回

石
川
県
戦
没
者
慰
霊
式

日
時
▼
平
成
13
年
８
月
２
日
（木）

午
前
10
時
30
分

場
所
▼
野
田
山
（
石
川
県
戦
没
者
墓
苑
）

※
参
加
希
望
者
は
遺
族
会
地
区
役
員
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
生
活
課

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

平
成
12
年
４
月
よ
り
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児

を
対
象
に
（
１
児
童
１
回
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
金
額

の
３
分
の
１
で
上
限
は
５，

０
０
０
円
で
す
。

●
印
か
ん
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
も
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
８
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
７
月
18
日
（水）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
保
険
年
金
課

内
灘
町
緊
急
雇
用
創
出
対
策

事

業

を

実

施

し

ま

す

内
灘
町
で
は
、
平
成
13
年
度
緊
急
雇
用
創
出

対
策
事
業
と
し
て
不
良
木
処
理
事
業
・
ア
カ
シ

ア
林
帯
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
失
業
者
に
対
し
て
、
臨
時
、
応

急
的
に
雇
用
・
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

就
職
先
▼
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会

就
業
場
所
▼
内
灘
町
内

職
種
▼
現
場
作
業
員

年
齢
▼
18
歳
〜
65
歳（
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
）

必
要
な
資
格
▼
普
通
自
動
車
免
許

雇
用
予
定
期
間
▼

平
成
13
年
９
月
〜
12
月（
土
・
日
・
祝

休
日
）

就
業
時
間
▼
９
時
〜
17
時

採
用
予
定
人
員
▼
３
人

賃
金
▼
日
額
１
０，

０
０
０
円

（
月
額
平
均
２
０
０，

０
０
０
円
）

求
職
申
し
込
み
期
限
▼
８
月
10
日
（金）
ま
で

応
募
方
法
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
つ
ば
た
（
金
沢
公

共
職
業
安
定
所
津
幡
分
室
）
が
発
行
す
る
紹

介
状
を
持
参
し
、
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会

へ
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

・
内
灘
町
産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

・
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会

金
沢
市
東
蚊
爪
町
１
丁
目
23
番
１

（
☎
２
３
７
―
０
１
２
１
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
つ
ば
た

河
北
郡
津
幡
町
清
水
ア
66

（
☎
２
８
９
―
２
５
３
０
）

※昨年度、本事業に採用された方は応
募できませんのでご了承ください。
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平

成

13

年

度

２

等

陸
・
海
・
空
士
採
用
計
画

募
集
期
間
▼

①
10
月
下
旬
採
用
予
定
者
（
男
子
の
み
）

平
成
13
年
８
月
１
日
か
ら
９
月
中
旬

②
平
成
14
年
３
・
４
月
採
用
予
定
者

ア
　
男
子
隊
員：

平
成
13
年
８
月
６
日
〜

９
月
16
日

イ
　
女
子
隊
員：

平
成
13
年
８
月
６
日
〜

９
月
７
日

試
験
期
日
▼

①
10
月
下
旬
採
用
予
定
者
（
男
子
の
み
）

平
成
13
年
９
月
17
日
（月）
及
び
９
月
20
日
（木）

②
平
成
14
年
３
・
４
月
採
用
予
定
者

ア
　
男
子
隊
員：

平
成
13
年
９
月
17
日
（月）

及
び
９
月
20
日
（木）

イ
　
女
子
隊
員：
平
成
13
年
９
月
25
日
（火）

試
験
場
所
▼
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
（
金
沢

市
新
神
田
４
―
３
―
10

合
同
庁
舎
３
階
）

応
募
手
続
▼
応
募
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
町

村
役
場
又
は
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
か
ら

志
願
票
を
受
け
取
り
、
こ
れ
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
町
村

又
は
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
に
提
出
す

る
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部

☎
２
９
１
―
６
２
５
０

県
政
学
習
バ
ス
（
加
賀
地
区
）

参

加

者

募

集

対
象
▼
河
北
郡
以
南
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の

方
（
性
別
不
問
）

運
行
日
▼

日
帰
り
　
９
月
25
日
（火）

10
月
13
日
（土）

10
月
25
日
（木）

11
月
11
日
（日）

一
　
泊
　
11
月
１
日
（木）
〜
11
月
２
日
（金）

定
員
▼
各
コ
ー
ス
50
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
費
用
▼
各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

申
込
受
付
期
間
▼
８
月
１
日
（水）
〜
８
月
15
日
（水）

当
日
消
印
有
効

申
込
方
法
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
２
２
３
―
９
１
０
７

北
陸
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
平
成
13
年
７
月
１
日
か
ら
◇

津
幡
営
業
所
は
新
た
に
２
０
０
Ｖ
機
器
関
係

の
販
売
拠
点
と
し
て
「
北
陸
電
力
津
幡
電
化

セ
ン
タ
ー
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
ご
用
命
先
▼

北
陸
電
力
金
沢
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

〒
９
２
０
―
０
９
９
３

金
沢
市
下
本
多
町
六
番
丁
11
番
地

申
込
・
停
電
・
ご
契
約
の
問
い
合
わ
せ
先
▼

☎
０
７
６
―
２
２
３
―
６
７
０
０

�
０
１
２
０
―
１
５
６
４
５
３

そ
の
他
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
▼

☎
０
７
６
―
２
２
３
―
６
７
１
０

�
０
１
２
０
―
１
６
７
５
４
０

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座

�
楽
し
く
学
ぶ
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座

概
要
▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
設
計
／
図
面

作
成
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
講
座
で

は
、
初
心
者
に
も
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
を
含
め
て
、
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
使
い
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

対
象
▼
中
学
生

開
講
期
間
・
時
間
▼
７
月
25
日
〜
26
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
み
期
限
▼
７
月
18
日
（水）

定
員
▼
20
名

受
講
料
▼
３，

４
０
０
円

�
中
学
生
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
で
、
伝
え
た
い
情
報

を
発
信
す
る
技
術
を
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（W

orld
W
ide

W
eb

）」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
こ
の
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
」
の
基
礎

技
術
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
情
報
を

発
信
す
る
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
作
成
し
ま
す
。

日
時
▼
７
月
30
日
（月）
・
31
日
（火）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場
▼
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校

ト
ラ
イ
ア
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

基
礎
情
報
教
育
演
習
室

申
込
期
限
▼
７
月
16
日
（月）

定
員
▼
15
名

受
講
料
▼
３，

４
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
▼

庶
務
課
庶
務
係
☎
２
８
８
―
８
０
１
７

syo
m
u
@
ish
ikaw

a-n
ct.ac.jp

河

北

郡

体

育

祭

開

催

第
54
回
河
北
郡
体
育
祭
が
７
月
８
日
に
こ
こ

内
灘
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

内
灘
町
会
場
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
男
女
総
合
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
皆
さ

ま
の
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
お
願
い
し

ま
す
。

競　技　名 会　　　場 開始時間 

ソフトボール 

相　　　撲 

バスケットボール 

軟 式 野 球 

水　　　泳 

自　転　車 

テ　ニ　ス 

ソフトボール場･野球場 

相撲場 

内灘体育館 

野球場 

温水プール 

県立自転車競技場 

テニスコート 

午前 9時 

昼 12 時 

午前10時 

午前 9時 

午前10時 

午前10時 

午前 9時 

内
灘
中
学
校
周
辺 

総
合
公
園
内 
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試
験
日
程
・
試
験
種
目
▼

試
験
地
（
第
１
次
・
第
２
次
）
▼

札
幌
市
・
仙
台
市
・
東
京
都
・
名
古
屋
市
・

大
阪
市
・
広
島
市
・
高
松
市
・
福
岡
市
・
鹿

児
島
市
（
第
１
次
試
験
の
み
）
・
那
覇
市

（注）

１．

試
験
地
に
つ
い
て
は
、
受
験
に
便
利
な
１

都
市
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
鹿
児

島
市
で
は
第
２
次
試
験
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

２．

申
込
書
の
受
理
後
に
お
け
る
「
試
験
地
」

の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
災

害
ま
た
は
転
居
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
試
験
の
実
施
に
支

障
が
な
い
範
囲
で
認
め
ら
れ
ま
す
。

３．

試
験
場
は
、
原
則
と
し
て
上
記
都
市
内
に

設
け
ら
れ
ま
す
が
、
受
検
者
数
等
の
状
況
に

応
じ
て
、
上
記
都
市
周
辺
に
設
け
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※
　
人
事
院
及
び
法
務
省
で
は
、
有
料
に
よ
る

試
験
の
合
否
の
連
絡
を
請
け
負
う
行
為
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
（
申
込
先
と
は
異
な
り
ま
す
）
▼

人
事
院
中
部
事
務
局

〒
４
６
０
―
０
０
０
１

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１

☎
０
５
２
―
９
６
１
―
６
８
３
８

税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
関
で
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
の
際
に
上
陸

地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
ま
た
は
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
・
免
許
証

等お
心
当
た
り
の
方
は
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

連
絡
・
照
会
先
▼

大
阪
税
関
　
監
視
部
　
総
括
部
門

☎
０
６
―
６
５
７
６
―
３
１
１
５

大
阪
税
関
　
金
沢
税
関
支
署

☎
０
７
６
―
２
６
８
―
７
４
２
０

大
阪
税
関
　
金
沢
税
関
支
署
　
七
尾
出
張
所

☎
０
７
６
７
―
５
２
―
０
６
８
９

大
阪
税
関
　
金
沢
税
関
支
署
　

小
松
空
港
出
張
所

☎
０
７
６
１
―
２
４
―
３
４
３
０

海
上
保
安
大
学
校
・
学
校
学
生
募
集

受
付
期
間
▼

大
学
校
学
生
　
８
月
30
日
（木）
〜
９
月
11
日
（火）

学
校
学
生
　
７
月
26
日
（木）
〜
８
月
９
日
（木）

申
込
先
▼
希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
（
金
沢
市
、

新
潟
市
等
全
国
38
ヶ
所
）
に
対
応
す
る
各
海

上
保
安
本
部
、
海
上
保
安
部
（
第
９
管
区
海

上
保
安
本
部
、
金
沢
海
上
保
安
部
等
）

試
験
日
▼

第
１
次
試
験

大
学
校
学
生
　
10
月
27
日
（土）
・
28
日
（日）

学
校
学
生
　
９
月
23
日
（日）

第
２
次
試
験

大
学
校
学
生
　
12
月
21
日
（金）

学
校
学
生
　
10
月
18
日
（木）
〜
20
日
（土）

※
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書

で
指
定
す
る
日

第
３
次
試
験

学
校
学
生
　
航
空
課
程

12
月
13
日
（木）
〜
18
日
（火）

※
第
２
次
試
験
合
格
通
知
書

で
指
定
す
る
３
日

問
い
合
わ
せ
先
▼

金
沢
海
上
保
安
部
　
管
理
課

☎
２
６
８
―
０
３
４
６

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
　
人
事
課

�
０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６

緑
と
馬
と
子
供
の
月
間

内
容
▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
乗
馬
レ
ッ
ス
ン
（
引
き

馬
試
乗
会
）
＆
緑
の
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

期
間
▼
平
成
13
年
７
月
５
日
（木）
〜
７
月
25
日
（水）

対
象
者
▼
５
歳
〜
18
歳
の
男
女

定
員
▼
各
日
10
名
様
ま
で

参
加
費
用
▼
１，

０
０
０
円
（
苗
木
代
を
差
し

引
き
（財）
緑
の
地
球
防
衛
基
金
へ
寄
付
）

服
装
▼
長
ズ
ボ
ン
、
靴
下
着
用
、
手
袋
（
軍
手

な
ど
）

申
込
方
法
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
お
電
話
に
て
左
記
会
場
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
担
当
ス
ク
ー
ル
係

ま
で
。

会
場
▼
ヴ
ィ
テ
ン
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
金
沢

石
川
県
金
沢
市
粟
崎
浜
町
１
―
７

☎
０
７
６
―
２
３
９
―
０
０
０
９

FAX
０
７
６
―
２
３
９
―
０
０
１
７

後
援
▼
財
団
法
人
　
緑
の
地
球
防
衛
基
金

入
国
警
備
官
採
用
試
験

受
験
資
格
▼
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
数
▼
約
30
名

受 付 期 間 

 

7月26日（木）～8月9日（木）（土曜日、日曜日は除く） 
◎申込書の提出はできるだけ郵送にしてください。（8月9日消印有効） 

◎受付時間9時～17時 

第１次試験 

実　　施　　日 試　験　種　目 

教養試験（多枝選択式） 

作　　文　　試　　験 

人　　物　　試　　験 

身　　体　　検　　査 

身　　体　　測　　定 

体　　力　　検　　査 

 

合格発表日 

9月23日（日） 
8：50（開始）～12：40（終了） 

10月10日（水） 

（最終合格者発表） 

11月8日（木） 

10月18日（木） 
10月19日（金） 

※第1次試験合格通知書で 
　指定する日 

第２次試験 
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暮
ら
し
の
情
報

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
ビデオデッキ、20インチ以上カラーテレビ、
応接セット（皮製のもの）、本棚、石油ストーブ、
ファンヒーター、大人用かご付き自転車26インチ、
原付バイク、ベビーフェンス、書道セット、
内灘中学校男子制服（175cm、160cm）、
町内保育所制服（M、Ｌ、L～LL）、
清湖小学校女児制服上下（サイズ120～130）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート（120cm以上）、
鶴ヶ丘小学校夏スボン（130cm以上）、
チャイルドシート

●譲ります（提供品）
お母さんといっしょドレミファドーナツの三輪車、
パイプベッド、ダブルハンガーラック、
1人用洋服ダンス、子ども用2段ベッド、
クーハン、オルガン、
ベビー服（70～80cm）、ベビーズック（15cm）、
内灘中学校男子冬制服（上衣165cm）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（6月28日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

７
月
の
は
ま
な
す
大
学

▼
日
　
時
　
７
月
19
日
（木）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
　
「
心
が
創
る
自
分
の
人
生
」

▼
講
　
師
　
子
育
て
連
絡
協
議
会

推
進
委
員
　
西
野
和
代

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
７
月
27
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
　
７
月
31
日
（火）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

―

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
第
２
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
４
期

町
税
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お

持
ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢

信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4か月児健診
7月24日（火） 対象 13年 3月生
8月28日（火） 対象 13年 4月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
7月17日（火） 対象 11年12月生
8月21日（火） 対象 12年 1月生

（時間）13：00～14：00

マタニティクラス
7月12日（木）

★気をつけたいねバランスの
良い食事
★赤ちゃん用品を考えよう

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産
のこと、育児のこと…みんなで語
ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の
方も是非ご参加ください。

3才児健診
7月10日（火）対象10年 3月生
8月 7日（火）対象10年 4月生

（時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種
7月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

7月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 3月生

（時間）13：00～14：00

｝
8月28日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

8月30日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 4月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

7月12日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、モーリ
ス・センダックさん
の作品をとりあげま
す。絵本の読みきか
せのほか「初めての
絵本」の紹介もあります。フリートーク
もありますので、絵本のことだけでなく、
育児のこと他いろいろお話しください。
お母さんだけでもOK。どなたでもお気軽
においでください。

今月のテーマ

『モーリス･センダックさんの絵本』

赤ちゃん体操と０才児の遊びの教室で
す。発育発達の
相談や子育てア
ドバイスも。お
気軽にご参加く
ださい。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

すくすく赤ちゃん!!
7月19日（木）

10：00～11：00

0才児の親子あそびの教室

7月25日（水）

7月18日（水）
10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○風船であそぼう
バルーンショップ アルファ 藤島　勝美
＝みんなで考えよう＝
○みんなどうしてる？
トイレット･トレーニング

献血のお知らせ
7月22日（日）

09：00～12：00 鶴ヶ丘北公民館

13：30～16：00 鶴ヶ丘西公民館

今月のテーマ

『はじめてのお絵かき』

＝みんなで遊ぼう＝
○水車、シャボン玉、色水であそぼう
※シャボン玉用ストロー、石けん液を入れる容
器（プリンカップなど）が家にある人は持って
きてください。

※お母さんも、お子さんも汚れていい服で来てく
ださい。着替えやタオルもあるといいですね。

ひよこっこサークル
8月1日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。



7
月
12
日
（木）  

午
前
10
時
〜 

 

○
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
ば
そ
う
！ 

○
盆
踊
り 

 

8
月
9
日
（木）  

午
前
10
時
〜 

 

○
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
！ 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
向
陽
台
保
育
園
　
熊
谷 

　
☎
２
３
７
―
２
６
７
７ 

こ
ん
に
ち
は
！ 

暑
い
夏
を
み
ん
な
で
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
ね
。 

の
ご
案
内 
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

竹
本

た
け
も
と

佳
音

か

の

ん

笠か
さ

間ま

拓た
く

巳み

形か
た

屋や

人ひ
と

実み

中
西

な
か
に
し

明め
い

花か

石い
し

井い

桃
々
子

も

も

こ

石い
し

井い

菜
々
子

な

な

こ

西
川

に
し
か
わ

凛り
ん

桶
谷

お
け
た
に

葵
あ
お
い

浅あ
さ

井い

絵
美
梨

え

み

り

永な
が

野の

愛あ
い

理り

干ほ
し

場ば

悠ゆ
う

莉り

高
畠

た
か
ば
た
け

優ゆ
う

明あ

喜
多

き

た

真ま

大ひ
ろ

外
園

ほ
か
ぞ
の

聖
し
ょ
う

真ま

千せ
ん

田だ

玲れ
い

奈な

北き
た

野の

海み

優ゆ
う

所し
ょ

田だ

一か
ず

真ま

大
門

だ
い
も
ん

三み

倖ゆ
き

大
畠

お
お
ば
た
け

優ゆ
う

奈な

權ご
ん

野の

秀ひ
で

人と

長な
が

田た

航こ
う

征せ
い

松
本

ま
つ
も
と

琉
雅

り
ゅ
う
せ
い

裕
・
恵
子

鶴
ヶ
丘
２

隆
行
・
一
美

大
根
布
５

英
行
・
満
子

鶴
ヶ
丘
２

久
義
・
里
沙

緑
台
２

勇
司
・
良
志
子

大
根
布
５

勇
司
・
良
志
子

大
根
布
５

治
樹
・
恵
子

宮
坂

正
洋
・
未
知
代

西
荒
屋

泰
彦
・
真
希
子

旭
ヶ
丘

公
一
・
リ
サ

千
鳥
台
１

大
志
・
律
子

鶴
ヶ
丘
１

明
・
由
夏

向
粟
崎
１

貴
嗣
・
由
美

旭
ヶ
丘

雅
敏
・
容
有
子

千
鳥
台
１

悟
・
友
美

鶴
ヶ
丘
２

嘉
之
・
浩
美

向
陽
台
２

純
一
・
智
佳
子

向
粟
崎
３

義
嗣
・
三
代
子

向
陽
台
２

正
義
・
桜

西
荒
屋

竜
・
和
美

鶴
ヶ
丘
３

剛
・
め
ぐ
美

旭
ヶ
丘

康
彦
・
勝
枝

鶴
ヶ
丘
４

戸
籍
の
窓
6
月
13
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（（（（（

岩
橋

い
わ
は
し

一か
ず

雄お

千
鳥
台
２

75
才

河
原

か
わ
は
ら

賢け
ん

之の

助す
け

鶴
ヶ
丘
１

79
才

白
澤

し
ら
さ
わ

光み
つ

人ひ
と

大
根
布
１

70
才

針
原

は
り
は
ら

泰や
す

子こ

大
根
布
１

66
才

西に
し

田だ

美
代
子

み

よ

こ

宮
坂

74
才

坂
下

さ
か
し
た

久
ひ
さ
し

緑
台
１

52
才

本も
と

野の

津
称

つ

ね

大
根
布
４

94
才

北
上

き
た
か
み

澄す
み

子こ

大
根
布
３

86
才

杉
浦

す
ぎ
う
ら

登
喜
雄

と

き

お

向
陽
台
１

71
才

北き
た

友
紀

ゆ

き

室

29
才

黒
崎

く
ろ
さ
き

美
智
代

み

ち

よ

向
粟
崎
４

53
才

氷
見
山

ひ

み

や

ま

利
和

と
し
か
ず

大
根
布
４

50
才

出で

川が
わ

長
俊

な
が
と
し

大
根
布
６

77
才

飯い
い

田だ

外
吉

そ
と
き
ち

宮
坂

78
才

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

辰た
つ

橋は
し

浩こ
う

二じ

鶴
ヶ
丘
１

大お
お

野の

由
紀
子

ゆ

き

こ

鶴
来
町

山や
ま

本も
と

栄え
い

二じ

金
沢
市

上う
え

野の

摩ま

琴こ
と

西
荒
屋

粟あ
わ

野の

功こ
う

一い
ち

向
粟
崎
２

中な
か

西に
し

歩あ

依い

向
陽
台
２

東ひ
が
し

山や
ま

剛
つ
よ
し

ハ
マ
ナ
ス
２

按あ
ん

田だ

涼
り
ょ
う

子こ

富
山
県

西に
し

田だ

竜
り
ゅ
う

二じ

向
粟
崎
５

山や
ま

口ぐ
ち

静し
ず

香か

向
粟
崎
５

藤ふ
じ

田た

隆た
か

浩ひ
ろ

鶴
ヶ
丘
４

濱は
ま

岡お
か

暁あ
き

子こ

金
沢
市

沖お
き

津つ

裕ゆ
う

平へ
い

旭
ヶ
丘

小こ

坂さ
か

友と
も

恵え

緑
台
２

生し
ょ
う

瀬ぜ

裕ゆ
う

一い
ち

鶴
ヶ
丘
４

中な
か

川が
わ

郁い
く

恵え

鶴
ヶ
丘
４

若わ
か

林
ば
や
し

秀ひ
で

幸ゆ
き

金
沢
市

松ま
つ

尾お

優ゆ
う

子こ

ハ
マ
ナ
ス
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
・
地
球
資
源
保
護
の
立
場
か
ら
、
古

い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間

七
月
五
日
（
木
）
〜
七
月
十
八
日
（
水
）

回
収
方
法

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
に
伺
い
ま
す
の

で
不
用
と
な
っ
た
電
話
帳
が
有
り
ま
し
た
ら
お
渡
し
く
だ
さ

い
。（
交
換
方
式
）

な
お
、
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

回
収
・
配
達
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

営
業
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

休
日
　
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
二
階
の「
わ

ん
ぱ
く
ル
ー
ム
」を
平
日（
月
〜
金
）

に
就
学
前
の
お
子
様
の
親
子
遊
び

の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
て
い

ま
す
が
、昨
年
、休
日
開
放
の
要
望

が
複
数
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
び
土

曜
日
、日
曜
日
に
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム

を
試
験
的
に
開
放
し
、期
間
中
の
利

用
状
況
を
み
て
休
日
開
放
の
検
討

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
左
記
の
期
間
中
開
放
し
ま
す
の

で
、ご
家
族
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
さ
い
お
子
様
用
の
遊
具
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、就
学
後
の
お
子
様
は
な
る

べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

開
放
日 

７
月
29
日（
日
）〜
９
月
30
日（
日
）

の
毎
週
土
曜
日
、日
曜
日 

時
　
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

た
だ
し
、室
内
で
の
飲
食
は
で
き

ま
せ
ん
。 

平
日（
月
〜
金
曜
）は 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
祝
日
は
閉
館 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

土
曜
、
日
曜 

試
験
開
放
の
お
知
ら
せ 

 

古い電話帳 
回収します 



次回のまいどさんは木之下さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

　今月は清水さんから紹介のあった、木之下文夫さんに
登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回
出場者に次回出場者をリ
レー方式で紹介してもら
います。 

木之下文夫 さん 
 （鶴ヶ丘・80歳） 

き の した ふみ お 

　内灘に来たのは昭和38年頃、仕
事の関係でした。その後、縁あって
この鶴ヶ丘に家を持つことになりま
した。 
　ものを書くのが好きで、町社会福
祉協議会発行の「内灘町戦没者記録
誌」の編纂にも携わりました。ここ
何年かはお休みしていますが、新聞
等にも投稿したものです。 
　林帯遊歩道が大好きで、朝、晩と
天気のいい日には妻と二人で散歩を
しています。あづまやで休む、休憩
ばかりの散歩ですが、緑に囲まれて
のんびりと。それがまた楽しい。特
にアカシアの花の咲く頃は最高です。 

町へ一言： 
林帯遊歩道というすばらし
い道が家の近くにあって、
本当にありがたいです。 

2001.7.5.（26）

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

7月18日（水） 7月19日（木） 7月27日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

8

〃

〃

〃

10

〃

〃

3

10

3

〃

〃

〃

1

〃

〃

〃

〃

〃

17
19：00～20：00

〃

〃

17
19：30～20：30

16
19：00～20：00

16
20：00～21：00

16
19：00～20：00

16
18：00～19：00

24
6：30～7：30

23
19：00～20：00

〃

19
8：00～9：00

24
8：00～9：00

24
19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
19：00～20：00

24
19：00～20：00

24
18：00～19：00

24
11：00～12：00

8月

11

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

7月 8月
20

19：00～20：00

〃

〃

20
19：30～20：30

12
19：00～20：00

12
20：00～21：00

12
19：00～20：00

12
18：00～19：00

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

〃

22
8：00～9：00

27
8：00～9：00

27
19：00～20：00

27
18：30～19：30

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

7月

 スプレー缶も分別収集しています。 
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。 

7～8月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

7/8
（日）

7/15
（日）

7/20
（祝･金）

7/22
（日）

7/29
（日）

8/5
（日）

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内灘町ハマナス1-8-1 286-8843

久保医院（内･小） 宇ノ気町宇野気ヌ183-1 283-0017

藤井産婦人科医院 内灘町向陽台1丁目225 238-5151

西田医院（内･小） 内灘町アカシア1丁目26 238-3514

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

1,675
455
429
816
1,193
767
1,629
1,029
718
1,582
520
411
360
427
549
255
74

12,889
△ 18

1,781
533
454
883
1,207
787
1,692
1,108
746
1,611
506
678
357
458
557
288
77

13,723
11

3,456
988
883
1,699
2,400
1,554
3,321
2,137
1,464
3,193
1,026
1,089
717
885
1,106
543
151

26,612
△ 7

1,126
351
315
600
745
513
1,106
720
524
1,033
485
615
261
253
312
153
46

9,158
0

内灘町字別人口世帯数 平成13年5月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数
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